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    Two cases of renal arteriovenous fistula were treated by transcatheter embolization 

using absolute ethanol. These were the first cases using absolute ethanol in Japan. The 

first case was of a 23-year-old male and the other case was of an 18-year-old female. Both 

patients were admitted to our hospital because of gross hematuria. A selective right renal 

arteriogram showed an arteriovenous fistula. Hemostasis was obtained by transcatheter 

embolization using absolute ethanol. The safety and efficacy of injection of ethanol 

compared with other solid materials and occlusive balloon catheter are reported and its 

indication for renal arteriovenous fistula is described. 
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緒 言

放射線診断技術 と栓塞物質の進歩とともに,選 択的

血管栓塞術の適応症は増加し,当 科においても腎腫瘍、

膀胱腫瘍などの悪性腫瘍のみならず,腎 動静脈奇形に

対してもおこなわれつつある.腎 動静脈奇形に対する

栓塞術は,1976年WallaceらDが,は じめて報告し

て以来,数 多 く報告されるようになった.栓 塞法 とし

ては,自 家凝固血,ゼ ルフォーム,Steelcoilと いっ

た 固形 物 質 を 使 用 す る 場 合 と,occlusionballoon

catheterを 使 用 す る2種 類 が あ るが,い ず れ も効 果,

恒 久性 お よび 安 全性 の 面 で,い くつ か の課 題 を残 して

い る2).

最 近,わ れ わ れ は2例 の 本疾 患 に 対 しabsolute

ethanolに よ る栓 塞 術 を 本 邦 で は じめ て 施 行 し,良 好

な 結 果 を 得 た の で 報 告 す る と と もに,有 効 性,適 応 に

つ い て 検 討 を 加 え た.

症 例1.23歳 男性 会 社 員
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1982年7月13日 より肉眼的血尿を認め,他 院にて膀

胱鏡で右尿管 口か らの出血が確認されたため,当 院へ

入院した.入 院時現症は,右 側腹部に疹痛を認めた以

外に異常はなかった.7月23日 に右腎血管造影を施行

し,右 腎動脈は,1本 で右腎中央に屈曲蛇行する異常

動脈と,静 脈への早期還流を認め腎動静脈奇形(cir-

soidtype)と 診断した(Fig.1).8月6日 にゼルフ

ォームを使用 した栓塞術を 施行したが,肉 眼的血尿

は改善 されず,8月31日 再度 施行した.2回 目は,

occlusionballooncatheterを 使用し,balloonを

腎動静にwedgcさ せたのちに,absoluteethanol

2m正 をfistulaを 形成する血管へ2ml/Sの 速度で

注入 した.注 入後の血管造影で腎動静脈奇形が消失し

ているのが確認された(Fig.2).施 行後,血 尿は消

失し6日 間 微熱が 出現 した以外に 疹痛などの 副作用

はなか った.術 後の未血 血液化学も検査したが,

LDHが 軽 度上昇(272→478W.unit)し たほかに

は異常は認めなかった.

症例2。18歳 女性 学生

1982年8月13日 に突然肉眼的血尿が出現し,腰 痛も

認められたため8月20日 当院へ入院した.入 院時現症

としては,右 下腹部に圧痛を認める以外に異常は認め

なかった.9月7日 右腎血管造影を施行し,腎 中央に

動静脈奇形(aneurysmaltype)を 認めた(Fig.3).

腎動静脈奇形を支配する腎内分枝の超選択的造影をお

こな うと1本 の分枝より病変が造影された.症 例1と

同 じ方法を用いてabsoluteethanol21n1を 使用 し栓

塞術を施行した(Fig.4).施 行後,疹 痛は出現せず,

血 尿も消失し,術 後6日 目まで最高38.2℃ の発熱を

認める以外,理 学的にも,未 血,血 液化学などの検査

上 も異常は認められなかった.栓 塞後10日 目のRI

angioで は,栓 塞部血管の支配領域に一致した腎実質

の梗塞縁を認め,腎 動静脈奇形も消失していることが,

確認された(Fig.5).

考 察

近年,腎 動静脈奇形に対するtranscatheteralem-

bolizationが,観 血的方法にかわる手段 として脚光

をあびてきている.し かし,栓 塞物質の目的血管外逸

脱や,栓 塞血管の再開通 といった面で課題が残されて

きた.す でに固形栓塞物質についての使用例の報告の

なかで,目 的臓器以外の栓塞症 という合併症が少なか

らず存在してお りさまざまの栓塞物質の開発が進めら

れているなかで,自 家凝固血 ゼルフォーム,Steel

coilな どが 現在主流であ り,い ずれの場合も前記合

併症以外に再開通の問題がある.し たがって,栓 塞効

果の恒久性の面からも新しい栓塞物質の開発が望まれ

てきた.本 疾患に対しては,最 近,固 形栓塞物質を使

用 しないocclusionballooncatheterの 報告を散見

するが,効 果について長期的経過観察をした報告はな

い3}5).し か し,現 在使用されているballoonは4

mmの 径であ り腫瘍症例で ないかぎり栓塞術は可能

なかぎり選択的におこなうことが条件であり,こ の点

で制限を受けている.occulsionballooncatheter

の場合は,自 家凝固血使用の栓塞術と同じく,再 開通

の可能性は存在するが,安 全性についてみると他臓器

の栓塞症とい う合併症がないという点で,固 形栓塞物

質に比べ1歩 進んだ優れた方法と言える.

腎腫瘍において最近absoluteethanol使 用 の栓塞

法が報告されるようにな り,安 全性 と効果の面で比較
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的 検 討 され る よ うに な った6・7).Ellmanら は,腎 腫

瘍 に 対 し,absoluteethanolをIm/1.8Kgm以 下

の量 を2ml/sec以 下 の速 度 で注 入 した 場 合,安 全 で

あ る と述 べ て い る.ま た 橘 ら8)も11例 の腎 腫 瘍 に 対 し

absoluteethanolを 使 用 し,腫 瘍 に 対 す る壊 死 効 果,

栓 塞 術 前 後 の血 中ethanol濃 度,未 血,血 液 化 学上

の 変 化 に つ い て検 討 を お こな って い るが,壊 死 効果 お

よび栓 塞 の恒 久 性 の 面 で優 れ て い る と述 べ,疹 痛 な ど

の 副 作用 も他 の固 形 栓 塞物 質 に 比 べ 少 な い と報告 して

い る.ま た,absoluteethano1のembolizationに

お け るAカ ニ ズ ム と して は,赤 血 球 のsludging,細

動 脈 のspasmお よび 血 管 内皮 細 胞 の 障害 が考 え られ,

他 の栓 塞 物 質 に 比 べ 強 い恒 久的 な阻 血 効果 が 得 られ る

と考 え られ て い る6)腎 動 静 脈 奇 形 は 疾 患 の 性 質 上,

動 脈 血 の早 期 静 脈 還 流 が存 在 し,単 純 にethano1使

用 の安 全 性 に つ い て 腎腫 瘍 の場 合 と同 一 に 考 え る こ と

は で きず,今 後,さ らに症 例 を重 ね な け れ ば な ら な

いが,今 回 の2症 例 の場 合 は,全 量2mlと い う少 量

で安 全 に か つ 充 分 な効 果 を 得 る こ とが で きた.し たが

って 本 法 は,固 形 栓 塞 物 質,occlusionballoon

catheterの 持 つ 欠点 を 克 服 す る方 法 と して 今 後 発 展

す る こ とが 期 待 で き る.

以 上,最 近 脚光 を あび るに い た って い るtransca-

theteraiembolizationと 新 栓 塞物 質 と し て のabso-

luteethanolに つ い て 述 べ た が,さ らに 適 応 の 面 で

問 題 が 残 され て い る,Morganら9)は,栓 塞 術 の 適応

と して,超 選 択 的 に 可 能 な 場 合,highriskな 患 者,

動 静脈 奇 形 の局 在 お よびsizeな ど の条 件 を 考 え るべ

きで,条 件 に 合 わ な い場 合 の外 科 的 手 段 の 必 要性 に つ

い て言 及 して い る,

ま と め

腎動静脈奇形の2例 に対しabsoluteethanolを 使

用 した選択的血管栓塞術を施行した.2例 とも腎動静

脈奇形は消失し,4ヵ 月間の経過観察では,血 尿の再

発は認めていない,

腎動静脈奇形の確定診断には血管造影が必要であ り,

治療上のfirstchoiceと して本法の重要性が増すも

の と信 ず る.
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